
症例の概要

No.
患者

１日投与量
投与期間

副作用
性・
年齢

使用理由
（合併症） 経過及び処置

１ 男
１歳
未満

脊髄性筋萎
縮症
（脳室拡大，
軽度の脳幹
萎縮）

４ml
（１回目）
4.3ml

（２回目）
4.3ml

（３回目）

水頭症
投与14日前
投与開始日
投与16日後
投与30日後
投与32日後
投与35日後

投与42日後

投与46日後
投与50日後
投与51日後
投与56日後
投与77日後

頭囲（+0.6SD）
本剤を投与開始。
本剤２回目の投与。
本剤３回目の投与。
頭囲拡大を指摘される（+2.4SD）
超音波検査（頭部）にて著明な脳室拡大を認め水頭症と診断
された。投与開始９週目以後の本剤の投与を中止。
頭部MRIにて著明な脳室拡大，中脳水道は開存しており交通
性水頭症と診断された。
外転障害，落陽現象を時々認めるようになる。
V-Pシャント術施行。
脳室拡大改善傾向。外転障害，落陽現象消失。哺乳改善傾向。
頭囲（+2.3SD）。眼球運動障害改善傾向。軽度哺乳低下残存。
眼球運動は回復。頭囲は縮小傾向（+1.8SD）。

併用被疑薬：なし
併用薬：なし


